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い
ざ
と
い
う
時
　ま
ち
を
守
る
の
は

あ
な
た
で
す
!
～
防
災
訓
練
が
変
わ
る
!
～

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
約
2
年
7
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
区
で
は
、
こ
れ
を

教
訓
に
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
防
災
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
毎
年
9
月
1
日
に
行
っ
て
い
た
総
合
防
災
訓
練
の
方
式
を
変
更
し
、
年

間
を
通
し
て
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
小
・
中
学
校
で
の
訓
練
を
中
心
に
行
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
あ
っ
て
自
分
た
ち
が
避
難
す
る
避
難
所
を

運
営
す
る
と
い
う
実
践
的
な
訓
練
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
は
、
地
域
で
の
連
携
や
協
力
で
す
。
区
も

防
災
訓
練
を
支
援
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

区
の
防
災
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
?

区
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
か

ら
現
地
の
情
報
収
集
に
努
め
、
い
ち
早

く
、
直
下
型
地
震
の
被
害
想
定
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
の
資
料
を

基
に
新
し
い
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
人
命
最
優

先
の
応
急
対
策
。
情
報
活
動
能
力
の
向

上
、
避
難
所
へ
の
分
散
備
蓄
な
ど
の
諸

施
策
の
充
実
を
図
つ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
区
は
、
災
害
時
の
迅
速
な

初
動
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
区
役
所

内
の
防
災
セ
ン
タ
ー
を
、
2
4時
間
体
制

で
運
用
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
は

私
た
ち
で
守
る
!

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
自
治
体
や
防

災
機
関
の
能
力
に
限
界
の
あ
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
救
出
さ
れ
た
生

存
者
の
9
割
は
地
域
の
方
々
の
懸
命
な

救
出
活
動
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
で
消
火
活
動
に
あ
た
っ
た
町

も
あ
り
ま
し
た

。「
私
た
ち
の
ま
ち

は
、
私
た
ち
で
守
る
」
。こ
の
意
識
と

行
動
力
が
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
の
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
で
話
し
合

い
を
持
ち
、
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

今
年
の
防
災
訓
練
の

主
役
は
皆
さ
ん
で
す

昨
年
ま
で
の
区
の
総
合
防
災
訓
練

は
、
区
と
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
を
重
点
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
以
下
の
2
つ
を
組
み
合
わ

せ
て
「
足
立
区
総
合
防
災
訓
練
」
を
行

い
ま
す
。
①
避
難
所
と
な
る
学
校
で
地

域
の
皆
さ
ん
が
避
難
所
を
開
設
し
運
営

す
る
訓
練

②
初
期
消
火
や
応
急
手
当

訓
練
な
ど
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た

め
の
訓
練
で
す
。

こ
の
訓
練
は
町
会
・
自
治
会
等
が
主

体
と
な
っ
て
避
難
所
ご
と
に
作
る
避
難

所
運
営
会
議
が
計
画
し
て
い
る
も
の

で
、
区
で
は
年
間
を
通
し
て
必
要
な
支

援
を
行
い
ま
す
。

と
く
に
、8
月
3
0
日
～
9
月
7
日
を

防
災
訓
練
強
化
期
間
と
し
、
夜
間
対
応

型
訓
練
、
同
時
多
発
型
訓
練
、
児
童
在

校
時
対
応
型
訓
練
、
災
害
弱
者
対
応
型

訓
練
な
ど
、
様
々
な
状
況
を
想
定
し
た

訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
同
期
間

に
訓
練
を
行
う
学
校
、
町
会
・
自
治
会

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

6 月29 日 中 川北 小 学 校 で の 防 災訓練

防災訓練強化期間に訓練を 行う 学校および参加 町会・自治会一覧防
災
訓
練
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
災
害
対
策
課

(
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)
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旧
千
住
本
庁
舎
跡
利
用
計
画

第
1
1・
1
2回
目
の
審
議
会
を

8
月
2
8日
・
9
月
8
日
に
開
催
予
定

第
8
回
審
議
会
は
、7
月
3
0日
に
開

催
。
委
員
2
人
か
ら
の
跡
地
利
用
に

関
す
る
提
案
説
明
の
ほ
か
、
提
案
に

対
す
る
意
見
交
換
、
こ
れ
ま
で
の
討

論
の
論
点
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
出
さ
れ
た
提
案
の
主
な
内
容

は
、
ホ
テ
ル
・
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

な
ど
従
前
計
画
が
望
ま
し
い
と
の
意

見
で
し
た
。

次
回
審
議
会
は
、こ
れ
ま
で
に
各

委
員
か
ら
出
さ
れ
た
跡
利
用
に
関
す

る
提
案
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
討
論

と
論
点
整
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
開
催
は
次
の
と
お

り
で
す
。

日
時
1
8
月
2
8日
向
・
9

月
8
日
丱
、
い
ず
れ
も
午
後
2
時

開
会
予
定

場
所
=
区
役
所
中
央
館
8

階
□
審
議
会
の
傍
聴

傍
聴
券
の
配
付
方
法
=
抽
選
傍
聴

受
付
時
間
・
場
所
=
午
後
1
時
～
1

時
4
0分
、
中
央
館
1
階
ア
ト
リ
ウ
ム

抽
選
=
午
後
1
時
4
5分
か
ら

問
先
=

企
回
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

今号の主な内容

2
・
3
面
▽
我
が
家
の
防
災
対
策
を
確
認
し
よ
う
/
宿
泊
施
設
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
/
食
と
健
康
教
室
/
リ

ウ
マ
チ
講
演
会
/
住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
掲
示
板

4
・
5
面
▽
足
立
区
地
域
保
健
福
祉
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
/
あ
し
だ

ち
大
学

6
・
7
面
▽
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す
/
自
転
車
放
置
禁

止
区
域
(
竹
ノ
塚
駅
周
辺
)
/
納
税
は
9
月
1
日
ま
で
に

8
面
▽
▽
▽
区
内
各
種
展
示
/
イ
ベ
ン
ト
情
報

葦
立
ち

天
候
異
変
と
温
暖
化

ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

が
皆
様
い
か
が
お
す
ご
し
で
す

か
。今

年
は
、季
節
の
変
化
が
早
く
、

し
か
も
激
し
い
よ
う
で
す
。
春
も

早
く
、
梅
雨
に
入
っ
て
も
天
侯
の

異
変
が
続
き
、
六
月
に
2
つ
、
七

月
に
も
1
つ
と
既
に
3
つ
も
台
風

が
上
陸
し
て
、
九
州
や
西
日
本
各

地
で
は
豪
雨
に
み
ま
わ
れ
、
大
き

な
被
害
を
う
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
天
侯
異
変
と
地
球
の

温
暖
化
と
は
、
ど
う
も
無
関
係
で

は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
温
暖

化
の
原
因
が
、
石
炭
や
石
油
等
の

化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
(
C
O
2
)

の
増
加
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は

や
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
C
0
2
が
増
え

続
け
る
と
、
2
1世
紀
に
は
気
温
が
2

度
程
上
昇
し
て
、
気
象
の
大
き

な
変
化
や
海
面
の
上
昇
を
招
く
な

ど
、
大
き
な
環
境
へ
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
身
近
か
な
所
で
も
ゴ
ミ

の
問
題
や
公
害
、
住
環
境
や
ま
ち

づ
く
り
等
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
環
境

問
題
が
あ
り
ま
す
。

地
球
規
模
か
ら
地
域
ま
で
区
と

し
て
、
環
境
に
寄
与
す
る
責
務
を

明
ら
か
に
し
、
区
民
・
事
業
者
と

共
に
良
好
な
環
境
の
実
現
を
図
る

た
め
、「
環
境
基
本
条
例
」の
制
定

に
向
け
て
、
準
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
区
民
の
皆
様
と
と

も
に
、
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

区
長
　
吉
田
万
三
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「
も
し
も
!
」に
備
え
て

わ
が
家
の
防
災
対
策
を
点
検
し
よ
う

区
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
講
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
震
災
時
の
被
客
を
最
小
限
に
押
さ
え
る
た
め
に
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

防
災
の
日
を
契
機
に
、
各
家
庭
で
行
っ
て
い
る
防
災
対
策
を
も
う
一
度
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
家
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
?

家
の
内
外
を
総
チ
ェ
ッ
ク

家
の
中
に
は
、
地
震
の
際
に
凶
器
と

な
る
も
の
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
家
の

中
か
ら
危
険
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
麦
災
は
、
就
寝
中
だ

っ
た
た
め
に
、
倒
れ
た
家
具
で
け
が
を

し
た
方
、
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
身

動
き
で
き
な
く
な
っ
た
方
が
多
数
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
ダ
ン
ス
・
本
棚
・
食

器
棚
・
冷
蔵
庫
に
は
、
転
倒
防
止
金
具

を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。照
明
器
具
は
、

チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
、
落
下
防
止

を
し
ま
す
。
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
フ
ィ

ル
ム
を
は
る
と
、
危
険
を
防
止
で
き
る

だ
け
で
は
な
く
、
断
熱
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
門
柱
が
倒
れ

な
い
よ
う
に
、
必
要
な
ら
補
強
工
事
を

し
ま
し
ょ
う
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
も
転
倒

す
る
と
大
変
危
険
な
の
で
、
鎖
で
固
定

を
し
て
あ
る
か
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ベ
ラ
ン
ダ
に
植
木
鉢
な
ど
は
、
落

下
の
危
険
性
が
あ
る
の
で
置
か
な
い
で

く
だ
さ
い

。

家
族
み
ん
な
で
一
致
団
結

家
族
会
議
を
開
こ
う

ま
ず
、
家
族
の
役
割
を
決
め
ま
す
。

火
の
始
末
を
す
る
係
、
荷
物
を
持
ち
出

す
係
、
お
年
寄
り
の
世
話
を
す
る
係
な

ど
必
要
に
応
じ
、
決
定
し
ま
す
。

も
し
も
の
時
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
で

は
困
り
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
一
般
の

電
話
が
、
か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
の

で
、
親
せ
き
や
知
人
を
中
継
基
地
と
し

て
安
否
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
家
族
間

の
連
絡
方
法
を
、
あ
ら
か
じ
め
何
通
り

か
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
避
難
場
所
・
避
難
経
路
を

確
認
し
、
最
終
的
に
家
族
が
落
ち
合
え

る
場
所
を
決
め
て
お
ぐ
こ
と
も
大
切
で

す
。

非
常
持
ち
出
し
品
は

用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
?

家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
、
必
要
最
小

限
の
も
の
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
(
目
安

は
3
日
分
)
。動
き
や
す
い
リ
ュ
ッ
ク
に

分
散
し
て
詰
め
、
い
つ
で
も
取
り
出
せ

る
場
所
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

持
ち
出
し
品
は
、
災
害
時
に
調
達
し

に
く
い
も
の
、
生
命
の
維
持
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
を
優
先
的
に
用
意

し
ま
す
。
例
え
ば
、
常
用
し
て
い
る
薬

な
ど
で
す
。
食
料
品
で
は
、
火
を
使
わ

な
い
で
食
べ
ら
れ
る
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
缶

詰
の
ほ
か
、
飲
料
水
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
も
準
備
し
ま
し
ょ
う
。
包
帯
・
ガ

ー
ゼ
・
消
毒
液
な
ど
も
あ
る
と
安
心
で

す
。貴

重
品
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
貴
重
品
袋

に
入
れ
て
お
き
、
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る

よ
う
に
し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、
電
話

を
か
け
る
た
め
に
1
0円
玉
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
多
め
に
用
意
し
ま
し
ょ

う
。日

用
雑
貨
品
で
は
、衣
類
を
は
じ
め
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
懐
中
電
灯
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
衛
生
用
品
な
ど
が
必
要

で
す
。
非
常
持
ち
出
し
品
の
リ
ュ
ッ
ク

の
重
さ
は
。
男
性
1
5㎏
、
女
性
1
0㎏
が

目
安
で
す
が
、
年
齢
や
体
力
に
あ
わ
せ

て
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
力
は
大
き
な
力

町
会
・
自
治
会
な
ど
の
防
災
活
動
に
参
加
し
よ
う

災
害
に
一
人
で
立
ち
向
か
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、

地
域
の
方
々
の
一
致
協
力
し
た
活
動
こ

そ
が
多
く
の
命
を
救
う
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
地
域
で
行
わ

れ
る
活
励
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
こ
と
が
災
害
の
と

き
に
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

災害対策課では防災に関す

る各種パンフ レットを配布

しています。

ご希望の方は

災害対策課

3880―5111㈹

防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

地域での訓練の 様子

宿 泊 施 設 イ ン フ ォ メ ー ショ ン

11 ・12 月 分 の

利 用 案 内

申
し
込
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

文
化
ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
各
施
設
(
左

下
表
)
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
=

公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る
申
込
(

ガ
キ
(
5
0円
)
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル

ー
プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)

期
間
=
9

月
1
日
～
1
0日
必
着
(
抽
選
結
果

を
9
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
)

受

付
=
当
選
者
は
、1
0月
9
日
ま
で
に

各
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
過
ぎ
ま
す

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
)

※
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
と
那
須
・
森

の
家
の
1
2月
3
1日
の
宿
泊
申
し
込
み

は
、1
月
分
の
申
し
込
み
と
な
り
ま

す

空
き
室
の
利
用

□
1
1・
1
2月
分

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
1
0月
1
0

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
で
も
予
約
で
き
ま
す
。

□
8
・
9
・
1
0月
分

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、3
日
以
内
に

お
近
ぐ
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
甲

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で

す
)

● 各施設利用案内　11 ・12月利用分

※ 公 社施 設で、すでに 購入 済みの宿泊施設 抽選申し 込みカ ード ( 専用ハガキ) に は「鋸南自然の家」の表示がないものがありますが、使用 できます。施設名 欄に「鋸南自然 の家」と 配入し、申し 込んでください。
利用申し込みは2 人以上。1 グループ、ハガキ1 通でお願いします
「湯河原あだち莊」と「那須・森の家」の12月31日の宿泊申し込みは1 月分の利用申し込みになります

● コミュ ニティ 文化・スポーツ 公社各施設一覧

受付時間=①～⑳は 午前9時～午後8時、 ⑳は午前10時～午後6時 ( 毎週月曜日 休館)
⑳は午前9時～午後5時 (土・日・祝日を除く)

□ 浄水器の防問販売に気を つけて! 最近、水道局からの派遣を装った民間業者が各家庭を訪問し、水道水の水質検査をして 「水が汚れているから浄水器をつけた方
がよい」と、 高額な浄水器等を 買わせる手口が多発しています。ご 注意ください。 問先= 消費者センタ ー　3880 ―5380
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高
齢
者
健
康
診
査

6
5歳
以
上
の
方
(
昭
和
7
年
3
月
3
1

日
以
前
生
ま
れ
)
お
よ
び
4
0歳
以
上
で

ね
た
き
り
の
方
(入
院
中
の
方
を
除
く
)

な
ら
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
=
9
月
1
日
～
1
0月
1
5日

場
所
=

受
診
票
に
同
封
す
る
「
医
療
機
関
一

覧
表
」
に
記
載
さ
れ
た
区
内
医
療
機
関

(
4
0歳
以
上
で
ね
た
き
り
の
方
は
医
師

が
訪
問
し
て
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
)

内
容
=
▽
必
須
検
査
=
:問
診
、
身
体

計
測
、
診
察
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

▽
選
択
検
査
(
医
師
が
必
要
と
認
め
た

方
の
み
)
…
貧
血
検
査
、
心
電
図
、
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
C

、
眼
底
検
査
の
う

ち
必
要
な
検
査

費
用
=
無
料
(
た
だ

し
、
前
記
健
診
内
容
以
外
の
検
査
・
治

療
を
行
っ
た
場
合
は
有
料
)

申
込
=

▽
6
5歳
以
上
の
方
・
:受
診
票
(
8
月
2
9

日
に
発
送
す
る
予
定
)
を
持
っ
て
直
接

医
療
機
関
へ

▽
4
0歳
以
上
で
ね
た
き

り
の
方
・
=・
保
健
予
防
係
に
9

月
2
6
日
ま

で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

受
診
票
を
お
送
り
し
ま

す
(
受
診
日
は

、

医
療
機
関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
)

※
受
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、1
0

月
3
日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い

間
先
=
保
健
予
防
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

今
年
も
各
地
で
O
1
5
7

の
発
生
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
暑
い
季
節
は
。

良
く
手
を
洗
う
、
な
ま
物
は
な
る
べ
く

避
け
る
な
ど
し
て

、
食
中
毒
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
先
=足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

リ
ウ
マ
チ

講
演
会

わ
か
り
や
す
い
リ
ウ
マ
チ
の
話

日
時
=
9
月
2
4日
廁
、
午
後
1
時
3
0分

～
3
時
3
0分

講
師
=
宮
坂
信
之
教
授

(
東
京
医
科
歯
科
大
学
)

費
用
=
無

料

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

申
・
問

先
=
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

食
と
健
康
教
室
(
2
日
制
)

□
骨
と
筋
肉
を
丈
夫
に
す
る
食
生
活

骨
の
健
康
を
保
つ
コ
ツ
は
上
手
に
カ

ル
シ
ウ
ム
を
と
る
こ
と
。
レ
か
し
、
ほ

か
に
も
不
足
し
て
い
る
栄
養
素
が
あ
り

ま
す
。い
ろ
い
ろ
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
9
月
3
日
㈲
・
1
7日
圍
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
こ
れ

だ
け
は
、
知
っ
て
お
き
た
い
食
生
活
情

報
/
骨
を
丈
夫
に
す
る
運
動

費
用
=

無
料

定
員
=
3
0人

申
込
=
電
諾

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

□
秋
に
む
か
っ
て
は
つ
ら
つ
と
ス
リ
ム

に
健
康
に

日
時
=
9
月
9
日
㈹
・
1
9日
痂
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=
健
康

に
、
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
い
方

内
容
=
1
ヵ
月
な
ら
が
ん
ば
れ
る
ダ
イ

エ
ッ
ト
日
記
の
ポ
イ
ン
ト
/
1
日
に
何

を
ど
れ
だ
け
食
べ
た
ら
よ
い
か
/
早
食

い
を
防
止
す
る
調
理
の
ヒ
ン
ト
/
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
た
め
の
食
品
選
び
/
気
軽
に

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員
1
3
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町

保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

□
ヘ
ル
シ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト
!

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
な
ふ
し
い
・
や
せ
て

も
す
ぐ
元
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
と
い
う

方
の
た
め
の
「
食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

を
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日

時
=
9
月
5
日
窗
・
1
7日
廁
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
ダ
イ
エ

ッ
ト
の
た
め
の
食
品
選
び
と
運
動

費

用
=
無
料

定
員
=
3
0人

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
　わ
た
し
も
元
気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
下
表

費
用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
保
健
予

防
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

住区健康フェスティバル9 月の日程

※ 時間はいずれも午後1時～3時
ただし、西新井本町住区センタ=のみ午後1時30分～3時

よ
ち
よ
ち
歩
き
の
親
子
あ
そ
び

親
子
で
体
を
動
か
し
て
あ
そ
び
ま
し
ょ
う

日
時
=
8
月
2
8日
哨
、
午
前
1
0時
3
0分

～
1
1時
3
0分

対
象
=
1
歳
～
1
歳
4

ヵ
月
の
親
子
で
千
住
地
域
に
お
住
ま
い

の
方

講
師
=
高
尾
都
茂
子
氏
(
健
康

運
動
指
導
士
)

定
員
=
2
0組

費
用
=

無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

9 月の献血

問先=東京東赤十字血波センター　5682 ―2801
区役所保健予防系　3880- 5111 ㈹

健康カレンダー 9月の予定

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
部
落
差
別
(
3
)

江
戸
時
代
も
中
ご
ろ
に
な
る
と
、

封
建
支
配
の
ゆ
き
づ
ま
り
が
大
き
く

な
り
、
身
分
制
度
が
く
ず
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
、
ぐ
ず
れ
か
け
た
身
分

制
度
を
守
る
決
め
手
と
し
て
「
え
た

・
ひ
に
ん
」
に
対
す
る
差
別
の
強
化

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
・
工
・
商
の
不
満
を

や
わ
ら
げ
「
上
み
て
暮
ら
す
な
、
下

み
て
暮
ら
せ
」
と
い
わ
れ
て
い
た
よ

う
に
決
め
ら
れ
た
身
分
に
従
い
、
そ

れ
に
甘
ん
じ
る
体
制
を
定
着
さ
せ
る

た
め
で
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
っ
て
形
成

さ
れ
た
身
分
制
度
と
差
別
が
、
今
日

で
い
う
同
和
問
題
の
も
と
を
つ
く
り

だ
し
た
の
で
す
。

同
和
地
区
の
人
ぴ
と
は
、
長
い
歴

史
を
通
じ
て
、
政
治
的
・
経
済
的
・

社
会
的
な
圧
迫
を
受
け
つ
づ
け
て
き

た
の
で
す
。

(注
)
文
中
に
「
え
た
・
ひ
に
ん
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

江
戸
時
代
の
身
分
制
度
の
説
明
の
た

め
に
使
用
し
た
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、こ
の
よ
う
な
言
葉
や
表
現
は
。

一
般
的
な
日
常
会
話
や
文
章
に
使
わ

れ
ま
す
と
、
そ
れ
が
意
識
し
て
い
な

く
て
も
、
人
を
侮
辱
し
、
人
の
心
を

傷
つ
け
、
身
分
に
よ
る
差
別
、
人
権

侵
害
と
い
う
問
題
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
意
味
を
十
分
ご
理
解
の
う

え
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
担
当

へ
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

掲
示
板

□
行
方
不
明
の
人
を
さ
が
す
相
談
所

日
時
=
9
月
1
日
～
3
0日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
3
0分

※
本
人
特
定
の
資

料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

場
・
申
・
問

先
=
警
視
庁
身
元
不
明
相
談
係

(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

㈹

警
視
庁
浅
草
警
察
署
観
音
前
交
番

(
3
8
7
1
)
0
1
1
0

㈹

※
区
内
西
新
井
、
千
住
、
綾
瀬
各
警
察

暑
で
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

□
第
9
回
野
菜
天
国
、
果
物
王
国
ま
つ

り
'
9
7

日
時
=
9
月
7
日
剛
、
午
前
1
0時
～
午

後
2
時

場
所
=
北
足
立
市
場
内
特
設

会
堤

内
容
=
野
粟
・
果
物
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
緑
日
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

間
先
=
都
・
青
果
物
商
業
協
同
組
合

足
立
支
所

(
3
Q
5
7
)
7
2
7
1

□
屋
外
広
告
物
講
習
会

日
時
=
1
0
月
2
9
日
・
3
0
日
、午
前
9
時

3
0
分
～
午
後
4
時
1
5
分
場
所
=
都
民

ホ
ー
ル
(
都
議
会
議
事
堂
内
)
対
象

=
都
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
ん
で
い
る

方
ま
た
は
営
も
う
と
し
て
い
る
方
定

員
=
2
5
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=
4
千

鰤
円

申
込
=
9
月
1
日
～
5
日
(
午

前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
)に
申
込
書
と

受
講
料
を
都
・
都
市
計
画
局
建
築
指
導

部
農
理
課
へ
持
参

※
申
込
書
は
区
役

所
道
路
管
理
課
に
も
あ
り
ま
す

申
・

問
先
=
都
・
建
築
指
導
留
監
理
課

(
5
3
8
8
)
3
3
3
5

□ 救急教室・介護相談所の開設日時=9月7日、午後1時～4時場所=北千住ルミネ7階内容=各種救命講習会、介護相談所の開設問先=千住
消防署　3882 ―0119
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いきいきと健康に暮らすために

足立区地域保健福祉計画を
見直しました

「足立区地坂保健嘔祉言↑ 図」は、地域の保健と福祉の施策を総合的・計冒

的に進めるため、平成5 年に策定し た12年度までの7 ヵ竿の計画です。この
計圃に基づき馗扮輅備や事業を進めてきましたが、現状と計圃内容との相違

が出てきました。また、国が「障害 者プラン小や「エンゼル( 子育て支援)
プランj を発表するなど計図を取り巷く環境も変化したため、計圃の見直し
を 行いました。今回は、その内容を紹介します。

今
回
の
見
直
し
は

見
麌
」
a
、
「
儺
康
づ
く
り
」
「
子
齊
て
支
援
」
「
s
害
者
」
「
高
齢
者
」
の
4

つ
の
視
点
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
計
図
の
残
り
期
間
が
1
2
年
度
ま
で
の
4
年

閖
と
短
い
'
E
ら
、
麝
冒
の
基
本
的
な
考
え
～
実
現
性
を
尊
一

し
I
。
見
匱
し
に
あ
た
っ
i
民
!
で
の
意
見
奮
生
か
し

な
が
ら
、
保
健
福
祉
の
団
体
の
代
麦
、
学
識
経
験
者
、
区
章
会
議
員
等
で
構
成

さ
れ
る
「
足
立
区
坤
糲
保
飃
福
祉
推
進
s
章
き
に
略
っ
て
豕
こ
め
ゆ
r
‥
y
だ
。

健

康
づ
く
り

健
康
を
保
つ

た
め
に
は

、
傴
人
の
男

力
は

謇
フ
ま
で
も
あ
n
ま
廿
兀

が
、
健

蹶
づ
く
り
の
環
境
を
辱

凡
る
必
薺
も
あ

ひ
本
歹
。
そ
の
た
め
、
個
人
お
よ
び
旭

城
の
儺
康
つ
く
り
i
磊
'
y
る
と
冫
石

に
、
儺
聚
つ
く
り
の
基
矍
祭
攀
そ
進
め

ま
す
。
ま
た
、
廖
居

環
境
を
蜃
え
て

健

康
の
碓
持
増
進
温

冒

求
す
。

今
後
の
重
点
施
策

・

健
康
づ
く
り

旆
策

各
年
代
に
ふ

さ
わ
し
い
偈
康
づ

く
ひ
S

業
を
推
進
し
ま
す
。

▽
個
人
を
対
象
と
し
た
事
業
・・・
I

麌

萱

ぢ

涵

習
慣
改
善
教
室
等

の

偈
蹶
教
室
事
巣
の
推
進

▽
地
域
を
対
象
と
し
た
事
業
・・
・
偈

康
づ
く
ひ
推
進
貝
制
度
の
促
濮
/

自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
の

支
援
/

庄

区
曠
原
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
事
業
の

推
進
/

心
の
健
康
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
冥
庸
/

高
齢
者
儺
康
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
実
施

・

ね
た
き
り
予
防
と
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン″

ね
た
き
り
に
な
ら
な
い
气

ね
か
せ

き
り
に
し
な
P

を
目

標
に

、
障
害
を

持
っ
て
紮

笠

し
た
牟
哂

が
送
れ
る
よ

う
地
域
リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
事
業
を

推
進
し
ま
す

。

▽
旭
域
参
加
型
餓
能
訓
練
支
援
事
業
の

奥
施

▽
訪
問
リ
(

ビ
リ
の
実
施

圈
在
宅
医
療
・
彎
康
旆
爾

在
宅

療
養
の
た
め
に
必
要

な
サ
ー
ビ

ス

を
充
実
し
嫐

す
。

▽
老
人
保

健
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
デ
イ
ケ
ア
事
業
の
充
実

▽
鵬
間
霽
一
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
標
耿

を
1
3
カ
所
か
な
`
カ
所
に
増
や
し
、
訪

問
番
霞

を
充
実

圖
生
活
環
境
の
保
持
・
増
遠
施
策

健
一
に
蔘
q
y
た
め
食
堆
吝
の
安
全

性
や
住
環
脆
の
桜
爾
等
を
雇
進
し
李
y
。

・

新
し
い
感
染
癨
に
対
す
る
施
策

0
1
5
7
卜
な
ど
の
囀
報
収
集
'
m

事
業
、
検
査
体
制
、
発
生
時
対

応
等
を

充
窰
じ

零
歹
。

・

保
健
衛
生
総
合
情
報
シ
ス
テ

ム
の
整

傭
保
儺
蜀
缶
事
雛
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

し
、s
業
の
効
率
化
夲
s
る
″
と
も
に
、

保
健
衛
生
情
報
の
活
用
を
巡
め
ま
す
。

子

育

て

支

援

次
代
を
担
う
子
y
も
た
ち
が
鴎
や
か

に
生
ま

れ
育
つ
環
鴣
つ

く
ひ
の
た
め

、

行
政

、
覃
庭
、
学
校

、
鴆
斌
な
ど
社
会

全
体
が
潯
軣
す
る
社
会
的
な
子
育
て
支

援
体
制
を
一

俾
し
ま
す

。

今
後
の
重
点
施
策

・

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援

女
性
の

社
会
参
加
を
支

援
す
る

た

め

、
保
青
施
策
を
充
実
し
ま
す

。

▽
特
別
保
育
事
業
(

―
歳
児
保
宵

、
産

休
明
け
保
气

障
齊
児
保
育

、
延
長
保

育
等
)

の
冕
大

▽
家
庭
福
祉
員
(

保
育
マ
マ
)

の
増
員

▽
保
育
童
(

無
肥
可
保
育
所
)
の

支
援

▽
地
域
に
お
け
る

育
児
相
互
援
助
活

助

を
支
援
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト

ー
シ
ス
テ
ム

」
の
塵
備

圈
家
庭
と
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援

地
域
で
孤
立
し
や
す
い
母
親
を
支
え

る
た
め

、
子
育
て
相
駁

や
交
流
の
竭
つ

く
ひ

菅
行
い
、
育
児
不

安
へ
の
対
心
を

図
り
ま

す
。

▽
地
域
の
子
冐
て
セ
ン
タ
ー
の
設
置

▽
保
膏
園
で
口
f

育
で

相
談
の

実
施

▽
子
ど
も
の
嚊
待
防
止
対
策
の

強
化

・

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

子
宵
て
の
縁
合
相
談
サ
ー
ビ
ス
の
案

内
、
耨
供
、
調
整
、
区
民
の

自
主
活
動

を
主
体
と
し
た
「
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
地
域
の
子
冐
で

支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
ひ

を
行
い

ま
す
。

・

保
育
や
児
糞
槽
祉
施
策
の
充
実

▽
乳
幼
泌

医
療
費
助
成
の
充
実

▽
思
春
期
に
お
け
る
子
育
て

体
験
学
習

の
央
施

▽
保
育
園
で
の
子
冐
て
体
験
保
胄
の
実

施

障

害

者

障
害
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

参
9
と
い
う
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
に
基
づ
い
た
匍
域
社
会
の
実

焉
を
目
指
し
奪
y
。具
体
的
に
は
、障

害
者
の

自
立
を

支
え
る
仕
岨
み
づ
く
り

(
f
e
r
n
加
の

機
会
の
充
実

、
日

常
生

活
の
支
煢

、
住

宅
の
確
保
等
)

と
福
祉

の
寥
5

づ
く
り
の
一
層
の
充
実
を
滌
め

ホ
ヂ

。

ま
た
、障
害
者
に
「精
神
障
害
者
」

を
含
め
た
冫
と
が
今
回
の
見
直
し
の
特

色
で
y
。今
後
。柵
神
障
害
者
の
保
健

福
祉
旆
策
を

、
基
本
的
に
身
体
一

害
者

等
と
同
様
に
整

備
す
る
方
向
で

段
階
的
I

～

・

今
後
の
重
点
施
策

・

陣
害
者
の
自
立
生
活
の
支
援

年
吝

の
藁
覆
と

な
る
働
く
場
や
住
ま

い
を
礎
保
し
ま

す
。

一

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
峇
禿

実
し
、
主
に
在
宅
一

度
障
害
者
へ

の
生
活
支
譽

籌

貨

し
零

歹
。

・

棡
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

公
共
施
設
や
不

特
定
多
数
哭

が
集
ま
る
民
間
施
設
に
段
差
等
を

な
く
し
、
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
る
な

ど
、
障
害
者
の
社
会
番
加
の
拡
大

を
図
n
乖
y
。

・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の

充
実住

ま
い
や
働
く
場
の

確
保
に
加

え
て
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

等
の
生
活
支
援
施
策
奮

酊
た
に
実

旆
し
ま
す
。

・

施
般
の
相
互
利
用
の
推
進

障
害
特
性
に
対
価
し
た
施
設
蚕
釁
を

進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
施
設
と
の

硬
合
化
や
相
百
居
用
を
検
肘
し
嫐
y
。

高

齢

者

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
が
、

庄
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
て
生
活
で

*
る
ぶ
つ
な
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
愿
爽

に
つ
と
め
豕
す
。
一
双
高
齢
者
の
&

劑
以
占
i

置

な
方
で
y

。
い
つ
ま
で

も
健
康
聚
輒
持
し

、
生
き
が
い
を
持
っ

て
忠

砺
す
る
仕
組
み
づ
く
ひ
鷽
蜃
偏
し

ま

す
。

今
後
の
重
点
施
策

・

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た

基
盤
整
備
の

充
実

▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
需
要

へ
の
対
応
と
、
巡
回
型
サ
ー
ビ
ス

等
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
螫
備

▽
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
、
巡
回
入
浴
等
在
宅
サ
ー
ビ

ス
提
供
水
準
の

向
上

▽
民
間
活
力
の
誘
導
を
棊
本
と
し

た
施
設
整
備

凾
在
宅
福
祉
支
援
の
仕
組
み
づ
く

▽
地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
効
果

的
な
介
護
支
援
策
の
襾
実

▽
地
域
内
の

福
祉
・
医
療
機
関
相
互
連

拂
と
行
政
の
調

整
機
能
の
強
化

・

ね
た
き
り
予

防
を
一

視
す
る
地
域
で

の
取
り
組
み

と
じ
こ
も
り

を
予
防
す
る

籾
域
参
加

型

権
能
馴

練
支
援

事
業
を
実
施
し
ま

す
。

・

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

す
仕
組
み
づ
く
り

シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の

計
蹕
的

拡
充
と
高
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
ま
す
。

・

介
護
保
喰
制
度
に
向
け
て
の

条
件
整

傭
介
霞
保
映
制
度
に
基
づ
く
サ

ー
ビ
ス

内
容

、財
軟
等
を
検
討
し
皿

備
し
事
T

。

出生数の推移( 足立区)

健康診査受診者数の推移

平成12年の推計

問い合わせ
・
福
祉
計
画
課

・
衛
生
部
地
域
保
健
福
祉
計
画
推
進

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

保 健福 祉サービ ス整備目 標( 平成12年度)

12年の人口は「足立区基本構癨( 賢科) 」( 4 年3 月) による
推計値
要介霞高鵬者数お よび目柵催は7 年度に実施したr 足立5で贏
齡者生活実態钁吝| に基づく推計

老人保健福祉サービス対象人口

老 人 保 健 福 祉 施 設 サ ー ビ ス

老人保健福祉 在宅サービ ス

公
的
介
護
保
険
制
度
と
の
関
わ
り

1
2年
4
月
か
ら
導
入
が
予
定
さ
れ
て

い
る
公
的
介
震
保
険
制
度
は

介
護
を
必

要
と

す
る
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を

送
り

、
人
間
と
し
て
の

尊
嫩
啻

笙
う
で

書
る
よ
う
に

、
社
会
的
な

支
援
を
行
う

新
た
な
社
会
保
障
制
度
で

す
。

公
的
介

護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
る

と

。
改
め
て
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
ご
と
の

年
度
別
サ

ー
ビ
ス
や
そ
の

具
体
的
な
塵

婀
黔
矚
を

含
め
た
「
介
護
保
険
事
業
計

圃

」
を
1
2
竿
厦
を
始
期
と

し
て
策
定
す

る

予
定
で
す
。

公的介護保険給付内容

在宅サービス

訪問介朧、訪問入浴、

肋同・通所リハビリテーション、

訪同 ● 髏、居宅頴餮管理相勾、
日擲り介朧、短期入所介髏、

喬呆負捩l● 共月生卮介朧、

徇剰老人冷- ム碍における介謨、

福祉用貝の貸与・飄入貫の支畆

住宅改● 費( 手寸り、段差解消苓)の支給

施設サービス
特9攅簾老人ホーム

介隷老人保僅施設

療養型病床群

老人性匍呆疾戀療養病棟
介農力強化病院( 施行後3 年岡)

生
涯
学
習
推
進
協
賛
事
業

あ
し
だ
ち
大
学
　
参
加
者
募
集

日
程
等
=

左
賚

対
象
=

区
内
在
住
・

在
助
で
6
0
歳
以
上
の
方
(
m

珂
1

日
現

在
)

定一
!
4
0人
(
抽
遇
)
※
中
部

は
図
人
S

用
l
無
料

申
込
=
往
復

(
ガ
キ

に
住
所

、氏

名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、「
○
○
コ
ー
ス
希
望
」と
明

配

期
限
=
9
月
3
日
灣
印
有
効

申

・
問
先
=
友
嚢
の
各
幸
入
肥

公
開
講
座
6
0
歳
か

ら
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

各
コ

ー
ス
の
大
学
講
座
は
高
齢
者
が

対
象
で
す
が
、
公
開
講
座
は
、
ど
な
た

で
も
齡
加
で

き
ま

す
。

日
時
1
9

月
2
5日
禺

午
後
L

時
卸
分
I

ぐ
時

場
所
―
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=

講
演
・・
雨

暉
氏
/
コ

ン
サ
ー

ト

・
-・
足
立
シ
ル

バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

定

a
=
聊
人
(
先
着
順
)
s

用
―
無
科
申
込
L
当
日
会

場
へ
問
先
―
左
表
の
各
老

人
館
ま
t
は
住
区
推
進
課
`

‘
(
3
a
o
)
?
1
1

㈹

〈 中部コ ース〉21 世紀・新しい 時代を 創る
中部老人館　〒123関原2- 10- 10 　3889- 4661

※ l 回不矚日。いずれも恥飼は、午後1時30分～3時30分、ただし、9/ 251は午

餓1畤30分～4颶

〈 西部コ ース 〉 元気で今 を生き る
西部老人館　〒123鹿浜2- 24- 2 　3897- 5016

● mg火轣日。ただし9/ 25は木靆日、10/ 1111/ 2裝ま水黼日。いずれも恥筒
は午餓¶ 畤匐分～3畤蔔分、だだし9/ 251は午後1畤匐分～4畤

〈 千住コース〉 わがまち足立の歴史をたずねて
千住老人館　〒120千住元町34- 1 　3882- 2765

● 箝回木冒B。ただし、10/ 2111/ 26は7k● 日。いずれも耨胃は午後1畤30分～
3I B30: 分。ただし、9/ 25は午後1純30分～4畤

小出町ふれあい交流センター　オープン

友
好
都
市
の
新
潟
県
小
出
町
に
8
月

7
日
、温
泉
岑
居
用
し
た
交
流
施
設
「見

騨
ら
し
の
昜
こ
ま
み
」が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。町
の
西
刷
に
位
置
し
小
出
ス

キ
ー
耨
や
小
出
公
園
が
近
く
、四
季
折

々
素
瞬
ら
し
い
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が

で
さ
ま
す
。温
泉
は
切
り
働
や
神
経
痛

等
に
効
喃
が
あ
り
ま
す
。雇
物
は
ロ
グ

(
ウ
ス
調
で
自
然
景
観
と
躙
和
の
と
れ

た
も
の
で
す
。開
鵬
時
間
―
午
前
1
0

時
～
午
後
8
時
(
毎
週
″
(
瞳
ほ
休
館
、火

嗤
日
が
祝
日
の

時
は
そ
の
翌
日
)
S

用
=

大
人
{
中
学
生
以
上
}
1

回
5
0
0円

、

子
ど
も
刈
円

、7
0歳
以
上
伽
円

間
先

↓

』
ま
み

さ
0
1
9
(
2
)
8
0
0
1

【
交
通
】
上

越
新
瞬
線
浦
佐
駅
か
ら
上

越
線
約
1
0分
で
小
出
只

。
ま
た
は

、
関

尨
自
助
車
遭
小
出
イ
ン
タ
ー

・
こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

▽
小
出
町
・
・
・
貨
菅
羹
跖
の

つ
か
み
揃
り
/
2
月
7
・
8
日
雪
ま

つ
り
▽
足
立
区
・
・
・
1
0
月
2
6
日～
H
月

3
0日

擂
土
練
勧
館
特
別
展
「
豪
茸
地

帯
の
民
族
-

新
潟
県
北
魚
沼
郡
小
出
郷

の

く
ら
し
I

」

※
小
出

イ
ン
タ

ー
と

な
り
の
観
光
セ
ン
タ
ー
「
か
た
っ
く
り
」

で
は
、
均
域
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
等
を

紹
介
し
た
り
、
物
産
販
売
コ

ー
ナ

ー
を

段
け
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
共
に

、
小
出
町
に
訪
問
の
際
は
ぜ
ひ

ご
つ
ぞ

問
先
―
小
出
町
企
画
調
略
童
?
2
5
7
9
(
2
)
1
1
1

友
好
都
市
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
提
携
柵
蕋

s
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
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くらしの情報

本庁舎 へのお問い合わ せは… …

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
。
外

国
人
を
含
む
す
ぺ
て
の
方
は
、
万
一
の

病
気
や
ケ
ガ
に
備
え
て
、
必
ず
公
的
な

健
康
保
険
に
加
入
レ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
(
社
会

保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
中
の
方

は
除
き
ま
す
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
な
ど
を
退
弊
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で

(最
長
2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り

ま
す
が
、
医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ

か
の
ぼ
り
ま
せ
ん
。
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=
職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失

証
明
書
、離
職
票
、退
職
証
明
番
な
ど
、

や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
/

届
出
人
の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、

国
民
健
康
保
険
証
/
7
0
歳
未
満
の
方

で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年

金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、
年
金
証
書

(年
金
受
給
開
始
時
に
届
い
た
、
被
保

険
者
期
間
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)

を
窓
口
に
持
参

※
届
出
大
が
代
理
人
(

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)

の
場
合
は
、
保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な

り
ま
す

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
。
そ

の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や

め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
会
社
な
ど

か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何
も
連
絡

が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
レ
な
い
と
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
ま
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必
ず
や
め
る
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
=
動
務

先
の
健
康
保
険
証
、国
民
健
康
保
険
証
、

届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

※
就

職
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は
使
え

ま
せ
ん
の
で
。
ご注

意
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
=
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
=
資

格
賦
課
係

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費

を
お
知
ら
せ
し
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り

が
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
医
療
に
つ
い
て
も
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

5
月
に
診
療
を
受
け
た
方
に
、
そ
の
月

の
医
療
費
の
全
額
(
1
0
割
分
)
を
9
月

上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医
療
費

が
1
千
円
以
下
の
場
合
や
医
療
機
関
か

ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
つ
い
て

は
、お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
)
。こ
の
通

知
は
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特
に
手
続

き
は
不
要
で
す
。
な
お
、
今
年
か
ら
柔

道
整
復
師
(
接
骨
師
)
の
受
診
分
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
先
=
保
険
給
付

係

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
営
業
の
方
が

倒
産
・
破
産
し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
一
時
的
に
生
活
困
難

と
な
り
、
資
産
・
能
力
の
活
用
を
図
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
の
支
払

い
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
事
情

に
よ
り
保
険
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
(
6
ヵ
月
を
限
度
)
。
た
だ
し
、

通
常
の
失
業
・
退
職
、
病
気
に
よ
る
収

入
減
な
ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
申
請
す

る
方
は
、
電
話
な
ど
で
事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
減
免
で
き
る
の
は
、

申
請
月
以
降
の
保
険
料
で
す
。

問
先
=

資
格
賦
課
係

9
月
1

日
か
ら

あ
な
た
の

医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
法
な
ら
び
に
老
人

保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
医
療
費

の
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す

。

問
先
=

▽
国
民
健
康
保
険
の
方
・・・
国

民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

▽
老

人
保
健
の
方
・・・
福
祉
医
療
課
医
療
助

成
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　 国民健康保険

※ 改正後、新設分については、6 歳未満は免除

表2　 老人保健

※ 低所得者とは、 住民税非課税世帯等に属する老齢福祉年金受給者

自 転 車 放 置禁 止 区 域

竹 ノ 塚 駅 周 辺

撤去料は2, 000円

「
駅
前
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自

転
車
が
放
置
さ
れ
て
困
っ
て
い
ま
す
」

と
い
う
区
民
の
方
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
1
台
く
ら
い
と
何
気
な
ぐ
置
い

た
自
転
車
が
大
勢
の
人
の
迷
惑
に
な
っ

て
い
ま
す
。
区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お

む
ね
3
0
0
m
以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
し

、
指
定
禁
止
区
域
の
放
置

自
転
車
を
撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所
に

保
管
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取

る
と
き
は

、
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を

徴
収
し
ま
す

。
ま
た
撤
去
後
2
ヵ
月
を

過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で

、
ご
注
意

く
だ
さ
い

。
竹
ノ
塚
駅
周
辺
は
歩
道
上

の
放
置
自
転
車
が
多
く
、
ま
た
ス
ー
パ

ー
や
銀
行

、
遊
技
場
利
用
者
の
自
転
車

が
道
路
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
駅
周
辺

で
の
買
い
物
等
に
は

、
で
き
る
だ
け
歩

い
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

。
自
転
車
の

場
合
は
、
必
ず
自
転
車
置
き
場
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

。

□
放
置
自
転
車
移
送
先

竹
の
塚
移
送
所
・・・
東
伊
興
町
3
6
先
(

竹

の
塚
清
掃
工
場
沿
い
東
武
線
高
架
下
)

問
先
=

自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

竹ノ塚駅周辺自転車放置禁止区域

表3　 竹ノ塚駅周 辺の駐輪 場

区営駐車楊

民営駐轎楊

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
0
月
1
日
を
調
査
時
点
と
し
て
、就

業
構
造
基
本
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
就
業
状
態
な
ど

を
調
べ
、
国
や
地
方
の
雇
用
対
策
等
に

関
す
る
行
政
の
基
礎
資
料
を
作
る
た
め

の
調
査
で
す
。
対
象
世
帯
は
、
総
務
庁

長
官
が
指
定
し
た
5
7調
査
区
で
す
。9

月
上
旬
に
、
調
査
員
が
対
象
世
帯
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
=
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹
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福

祉

ご
利
用
く
だ
さ
い

心
身
障
害
者
(
児
)
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

区
内
に
居
住
す
る
在
宅
の
心
身
障
書

者
(

児
)
で

、
保
護
者
の
方
の
疾
病
、

冠
婚
葬
祭
、
休
養
な
ど
の
事
情
に
よ
り

家
庭
に
お
け
る
介
護
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

対
象
=
6

歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
方
で

、

身
体
障
害
者
手
帳
1

級
～
3

級
ま
た

は

、
愛
の
手
帳
1

度
～
4

度
に
該
当
す

る
方

利
用
期
間
=
7

日
以
内

利
用

施
設
=

▽
身
体
障
害
の
方
・・・
足
立
あ
か

し
あ
園
▽
知
的
障
害
の
方
…
ひ
ま
わ
り

園

費
用
=

▽
日
中
利
用
:
i

日
璢
円

▽
宿
泊
利
用
・
:
―
泊
2

千
1
9
0円

申
・

問
先
=

各
福
祉
事
務
所
(

表
4
)

表4　 福祉事務所一覧

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
に
不
安
を
感
じ
た
り
、
一
人
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
次
の
保
育
園
で

は
、
経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を

楽
し
め
る
よ
う
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。相
談
方
法
は
電
話
お

よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相

談
日
=
▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
1

扣一
-
2
3
)…
毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
8
)
3
2
0
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
-
1
0
)

…
毎
週
火
・
金
曜
日

(
3
9
1
1
)
0
9
6
3

▽
東
保
育
園
(
東
和
5
-
5
1
2
3
)
・・・

毎
週
水
・
土
曜
日

(
3
6
2
9
)
8
4
0
0

時
間
=
い
ず
れ
も
午
前
9
時
1
午
後
5

時

間
先
=
保
育
振
興
係

お
知
ら
せ

足
立
区
職
員

看
護
婦
(士
)募
集

足
立
区
の
新
し
い
パ
ワ
ー
と
な
る
明

る
ぐ
元
気
な
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
=
昭
和
3
8年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
看
護
婦
(
士
)
の
資
格
を
有
す
る

方
(
取
得
見
込
み
可
)

選
考
日
=
1
0

月
1
9日

採
用
=
原
則
と
し
て
平
成
1
0

年
4
月
1
日
以
降

募
集
人
員
=
1
人

申
込
=
所
定
の
選
考
申
込
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
(
簡
易
書
留
に
限
る
)
受

付
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
)

期
限
=
9

月
1
8日
消
印
有
効

申
・
問
先
=
人

事
係

〒
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

9
月
は
教
育
相
談
強
調
月
間
で
す

教
育
相
談
窒
で
は
、9
月
1
日
か
ら
9

月
3
0日
ま
で
の
期
間
を
教
育
相
談
強

調
月
間
と
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
行
く

の
を
纖
が
る
。
言
葉
が
遅
い
な
ど
お
子

さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
の
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経
験

豊
か
な
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室
　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室
　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
矚
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申

込
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

住
民
票
等
の
公
印
が

電
子
公
印
に
変
わ
り
ま
す

9
月
8
日
か
ら
、
証
明
書
の
公
印
が

こ
れ
ま
で
の
手
押
し
公
印
(
朱
色
)
か

ら
電
子
公
印
(
黒
刷
り
)
に
変
わ
り
ま

す
。

対
象
=
住
民
票
の
写
し
・
証
明

書
/
転
出
証
明
書
/
外
国
人
登
録
済
証

明
書
/
課
税
証
明
書
/
納
税
証
明
書
/

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
/
原
動
機
付

自
転
車
等
標
識
交
付
証
明
書

※
戸
籍

証
明
、印
鑑
登
録
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

既
に
電
子
公
印
化
さ
れ
て
い
ま
す

問

先
=
戸
籍
住
民
課
、
課
税
課

騒
音
規
制
法
施
行
令
が
一
部
改
正

騒
音
に
関
す
る
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

騒
音
規
制
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、1
0月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
内
容
=
▽
特
定
施
設
…
特
定
施
設

と
し
て
切
断
機
(
と
石
を
用
い
る
も
の

に
限
る
)
が
追
加
さ
れ
、
新
た
に
設
置

の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

▽
特

定
建
設
作
業
・
:バ
ッ
ク
ホ
ウ
(
原
動
機

の
定
格
出
力
が
8
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
)
、

ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ
ル
(
原
動
機
の
定

格
出
力
が
7
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
)
、ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
(
原
励
機
の
定
格
出
力
が
4
0

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
)
を
使
用
す
る
作
業

を
行
う
場
合
に
も
、
新
た
に
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す

問
先
=
環
境
課
指

導
第
一
・
第
二
係

先
払
い
し
た
医
療
費
(療
養
費
)の
支
給

療
養
費
と
は
、
医
療
の
費
用
を

病
院
等
に
い
っ
た
ん
全
額
支
払
っ

た
と
き
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て

国
民
健
康
保
険
課
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
あ
と
で
国
民
儺
康
保

険
で
定
め
ら
れ
た
基
準
額
の
7
割

の
金
額
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

(退
職
者
本
人
の
場
合
は
8
割
、

退
職
者
被
扶
養
者
の
場
合
は
入
院
8

割
、通
院
7
割
)
。
対
象
=
や

む
を
え
ず
保
険
証
で
治
療
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/

コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
の
治
療
用
補
装
具
を
つ
く

っ
た
と
き
/

は
り
・
き

ゅ
う
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け
る
と
き

(
医
師
が
認
め

、
病
院
等
に
こ
れ

ら
の
施
設
が
な
い
と
き
)

申
・

問
先
=

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
の

方
・・・
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付

係

▽
7
0
歳
以
上
の
方
・
:
福
祉
医

療
課
医
療
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し

た
疑
問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、

足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
担
当
者

が
答
え
ま
す
。

日
時
=
9
月
3

日
廁
、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時
3
0

分

場
所
=
国
民
年
金
課
前

間

先
=
国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
厚
生
年
金
の
個
人
的
な
相
談

は
、
資
料
が
な
い
た
め
お
答
え
で

き
ま
せ
ん
。
足
立
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
問
い
台
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
足
立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

※
月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
正

午
。
午
後
L
時
～
4
時
3
0分
の
間

納
税
は
9
月
1
日
ま
で
に

9
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
2
期
分
の
納
期
限
は
、9
月
1

日
で
す
。早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び

区
役
所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で

納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
納

税
第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
卜
出
店
者
募
集

▽
9
月
2
1日
剛
、
午
前
1
1時
～
午
後
3

時
(
雨
天
時
9
月
2
3日
)
/
元
渕
江
公
園
/

川
区
画
/
出
店
料
千
円
(
振
込
)
/

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
(
9
月
5
日
必
着
)
/
カ
ー

ニ
バ
ル
・
中
川

〒
a
弘
遭
郵
便
局
留

(
3
8
5
2
)
3
1
3
0

▽
1
0月
2
6日
面
、
午
前
1
0時
～
午
後
2

時
(
雨
天
中
止
)
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

駐
車
場
/
出
店
料
千
円
/
2
0区
画
/
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
(
9
月
1
5日
必
着
)
/
女
性
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

〒
1
2
3梅

田
7
1
3
3
-
F
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
内

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

▽
9
月
2
1
日
面
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
中
止
)
/
栗
六
公
園
/
出
店

料
千
円
/
1
0
0区画
/
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
(
9
月
1
5

日
必
着
)
/
関
口

〒
1
2
3西新
井
西
郵

便
局
留
　
(
5
6
9
1
)
3
6
6
2

▽
9
月
2
8日
沺
、
午
前
1
0時
～
午
後
2

時
(
雨
天
時
1
0月
5
日
)
/
大
谷
田
公

園
/
出
店
料
千
円
/
7
0区
画
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

配
(
9
月
1
6日
必
着
)
/
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
サ
ー
ク
ル
・
小
山

〒
1
2
0大谷
田

団
地
内
郵
便
局
留

(
3
6
0
0
)
8
5
2
7

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
出
店
・
来
場

す
る
方
へ

食
料
品
、
薬
品
、
動
物
、

性
能
を
保
証
で
き
な
い
も
の
は
販
売
で

き
ま
せ
ん
/
交
通
の
妨
げ
、
近
隣
の
迷

惑
に
な
りま
す
の
で
路
上
駐
車
は
や
め

て
く
だ
さ
い
/
ご
み
は
各
自
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い

☆
ひ
ま
わ
り
園
開
設
1
周
年
記
念
感
謝

納
涼
ま
つ
り
8

月
2
9日
㈲
、
午
後
5

時
～
8
時
(
雨
天
時
盆
踊
り
の
み
中
止
)
/

盆
踊
り
大
会
、
す
い
か
割
り
、
抽
選

会
、
夜
店
コ
ー
ナ
ー
ほ
か
/

ひ
ま

わ
り

園
　
(
3
6
2
9
)
3
2
3
1

☆
講
演
と
話
し
合
い

「
私
ら
し
い
最
後

を
―
葬
儀
の
も
ち
方
―
」8

月
2
8日

向
、
午
後
7

時
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/

無
料
/

内
藤

(
3
8
9
0
)
1
4
8
5

☆
映
画

「
柳
川
堀
割
物
槽

」8

月
3
0

日
山
、
午
後
6

時
～
9

時
/
エ
ル

ー
ソ

フ
ィ
ア
/

無
料
/

寺
山

(
3
8
9
7
)
5
8
2
4

☆
セ
ミ
ナ
ー
「
地
域
で
の
補
助
・
援
助

活
助

」
―
障
害
を
持
っ
た
学
齢
児
を
ど

う
と
ら
え
る
か
―
9

月
s
日
膚

、
午

前
1
0
時
～
午
後
3

時
/

生
涯
学
習
館
/

千
円
/

封
書
ま
た
は
(

ガ
キ
に
氏
名
、

所
属
、
連
絡
先
を

明
記
(
9

月
1
2
日
必

着
)
/

綾
瀬
生
涯
セ
ン
タ
ー

一
函
一
綾

瀬
6
-
1
4
-
4

(
3
6
0
6
)
7
0
9
9

☆
女
性
セ
ミ
ナ
ー
9
月
1
9
日
窗
…

親
と
の
上
手
な
話
し
方
、
1
0
月
1
7
日
吻

・・・
子
供
の
習
い
ご
と
に
つ
い
て

、
い
ず

れ
も
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午
/

大
谷
田

谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー
/

無
料
/

清
水

(
3
6
2
8
)
4
3
2
8

☆
足
立
(
ゼ
つ
り
交
流
大
会
9

月
2
1

日
面
、
午
前
6
時
集
合
/
木
更
津
市
金

田
海
岸
(
集
合
は
北
千
住
駅
)
/
初
心

者
、
寒
族
、
ベ
テ
ラ
ン
歓
迎
/
清
水

(
3
8
9
7
)
6
6
8
7

=
募
集
=

☆
水
泳
(
花
泳
会
)

毎
週
金
曜
日
、

午
前
1
1時
3
0分
～
午
後
L
時
3
0分
/
う

き
う
き
館
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
9
円
/
い
つ
き

(
3
8
9
9
)
6
4
0
7

☆
気
功
サ
ー
ク
ル

月
3
回
水
曜
日
、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分
/
千
住
あ

ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
分
室
ほ
か
/
月
額
2

千
円
/
二
瓶

(
3
8
8
2
)
5
0
2
3

☆
気
功
(
健
気
会
)

毎
週
火
曜
日
、

午
後
6
時
3
0分
～
8
時
/
生
涯
学
習
館

別
館
ほ
か
/
月
額
4
千
円
/
石
井

(
3
6
0
5
)
1
8
4
0

☆
茶
道
(
友
希
会
)

月
2
回
金
曜
日
、

夜
間
/
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
3

千
瞋
円
(
水
屋
料
含
む
)
/
高
橋

(
3
8
8
6
)
3
9
6
0

興
本
体
育
館
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す

興
本
体
育
館
は
、改
修
工
事
の
た
め
、9

月
1
日
～
3
0日
ま
で
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
総
合
受
付
(
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
野
球
場
の
貸
し
出
し
、
保
養
所
の

申
し
込
み
等
)
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

は
、
平
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

問
先
=

体
育
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

□
竹
の
塚
図
書
館

図
書
特
別
整
理
お
よ
び
改
修
工
事
の

た
め
、休
館
し
ま
す
。期
間
=
9
月

1
日
～
1
2
日
間
先
=
中
央
図
書
館

(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

□
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

館
内
消
毒
、消
防
設
備
点
検
の
た
め
、

休
館
し
ま
す
。
休
館
に
伴
い
、
総
合
受

付
(
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
球
場
の
貸
し

出
し
、
保
養
所
の
申
し
込
み
等
)
も
お

休
み
」ま
す
。

期
間
=
9
月
2
日
～
4

日

間
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1
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オ
ー
プ
ン

あ
だ
ち
再
生
館

足
立
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「あ

だ
ち
再
生
館
」の
開
館
を
記
念
し
て
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
「
'
9
7
ク
リ
ー
ン
東
京
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
i
n
足
立
」も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。日
時
=
8
月

3
1
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
午
後
3

時
ま
で
)

場
所
=

足
立
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

「
あ
だ
ち
再
生
館

」、
東
京
都
足
立
東
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

、
都
立
足
立
高
等

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
=

リ
サ
イ
ク

ル

シ
ョ
ッ
プ
/

土
壌
改
良
材
利
用
の
鉢

植
え
配
布
/
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
づ
く
り

と
配
布
/
ご
み
の
中
か
ら
こ
ん
な
も
の

展
/
清
掃
車
展
示
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

□
施
設
の
開
館
時
間
等

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、9
月
2

日
㈹
よ
り
通
常
開
館
し
ま
す
。開
館

時
間
=
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
月
曜

休
館
)

▽
足
立
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
(
施

設
2
階
)
　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

▽
東
京
都
足
立
東
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
(
施
設
1
階
)

(
5
6
8
1
)
7
8
0
6

重
度
障
害
者
運
動
会

介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

重
度
障
客
者
運
動
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。一
緒
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。日
時
=
9

月
1
8
日
陶
、午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
=
佐
野
セ
ン
タ
ー

対
象
=
1
8歳

以
上
の
健
康
な
方

内
容
=
重
度
障
害

者
介
助
補
助

定
員
=
若
干
名
※
傷
害

保
険
付

申
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

夕
焼
け
放
送
の
時
間
が
変
わ
り
ま
す

夕
焼
け
放
送
の
時
間
は
、9
月
か
ら
1
0

月
ま
で
午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
青
少
年
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス

「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」に
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か

テ
ー
マ
は
「
私
の
生
涯
学
習
」

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で

は
、区
民
の
皆
さ
ん
の
投
稿
を
掲
載

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

1
1
月
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情 報 コ ー ナ ー
世帯と人口( 9 年8 月1 日現在)
世 帯　　　267, 200
人 口　　　635, 687 人

男　　　　322, 147 人
女　　　　313, 540 人

あだちまつり

A -
F e s t a' 97 通信

T シャツ
テレフ ォンカード

好 評 販 売 中

ステキな 企画がいっぱい のまつ
りです。お 楽しみに! 日程=10

月11日( 土) 、12日( 日) 場所=
荒川 河川敷虹の広場、北千住駅西
口ひろば
□ 記念T シャツとテ レホンカード
販売中!

T シ ャツのサイズはM、L 、LL
の3 種類です。また、テレホンカ
ード とセット で買うとチョ ット だ

けお 得です。 問先= 地域振興課
育成係　3880 ―5111㈹

第37回　東京都一般・職場

吹奏楽コンクール
地域や職場の音楽好き が集まっ

て活動し ている吹奏楽団が、東京

都吹奏楽連盟コンクールの出場を
目指し て競い合います。 日時=8
月31日( 日) 、午前10時開演 出

演= ▽ 一般の部… 24団体 ▽ 職場
の部… 7 団体 場所= ギ ャラクシ
ティ・西新井文化ホール 費用=
無料 問先= 文化振 興係
03880 ―5111㈹

第8 回 ちびっこまつり
乳幼児 ・小学校低学年のお子さ

んが楽しめる企画が一杯です。
日時=9月7日( 日) 、午前10時～
午後2 時30分( 雨天決行) 場所=
梅島通所訓練施設( 梅島3- 31

―19) 内容= ト ランポリン、あ

ずき遊び、バザー、模擬店、おも
ち ゃ図書館、事業紹介など ※ 駐
車スペースはありません 問先=
東部障害福祉総合センタ ー幼児指
導係( 梅島通所訓練施設内)
3849 ―1379

お楽しみください 9 月の区内各種展示
こども科学館イベントホール

7日～14日…現代日本芸術協会
展　30 日… 足立区文化祭

西 新井区民 ギャラリー
4日～8日…第11回書涛社展　
10日～15日…足立水彩画水旺会　
19日～21日…紙粘土作品展　

22・23日… 絵画フ ォトコンテスト
展示会27 日…第24回区民 健康ま
つり ※ 初日と最鮗日は搬入出作

業のため展 示時間は未定。当 日お
問い合わせください

プチテラス・野外ギャラリー

□ 千住宿歴史プチテラス( 千住河
原町21―11) 　6 ・7 ・13・14

・20・21・27・28日…やっちゃば
の風俗展
□ 綾瀬野外ギャラリー( 綾瀬3―
1) 　1日～15日…アメリカン
ト ールペイント

入 場 無 料 ・ 展 示を 希 望 す る 方

は 、 お 問 い 合 わ せく だ さ い 。

問先=　こども科学館イベント

ホール… ギャラクシティ
5242 ―8161
西新井区 民ギャラリー( 西新

井駅東ロサティ4 階、火曜休館
※ 23日( 祝) は開館)
3852 ―3251
プチテラス・野外ギ ャラリー

… まちづくり公社
3880―570O(直通)

第10回 手づくりいかだレース
～参加チームを募集中～

日程=10 月12日( 日) 集合場所=
荒 川河川敷 「虹の広場」前 対
象= 小学校4 年生以上の健康な方
内容= スピ ード レ ース部 門( 約1
㎞のコ ースを周回) ・・・30艇( 2

人乗り) / 高校生・女性部門( 約0. 5
㎞のコースを周回) … 20艇( 2

人乗り) ※ いかだの貸し出し が

若干あります( 先着順) 費用=
大人1, 000円、高校生以下無料 ※
傷害保険付き 申込= 所定 の申込
用紙を持参 または郵送( 先着順)

※ 希望者には、用紙を郵送し ます
申・問先= 青年センター
3890 ―0061

あだちブラスバンド フェ スティバル' 97
出 演 団 体 募 集

11月23日( 日) 、西新井文化ホー
ルで開 催の、世代を超えた吹奏楽

の祭典に参加する団体を募 集し て
います。 募集団 体= 区内高等学
校、一般吹奏楽団体。 合同バンド
での参加大歓迎 曲目= 自由 費

用= 無料 申込= 申込用紙を持参
または郵送 ※ 用紙はお近くの公
社センター、また は事務局にあり
ます

期限=9 月16日必着 申・問先=
実行委員会事務局( 文化振 興係内)
3880 ―5111㈹

第1 期　参画セミナー参加者募集

～自分らしく生きるために～
女も男も学び合い、
話し合い新しい風を!

女性総合センターの開設10周年
にあたり、「これからの女性センタ
ーの姿」について、一緒に考えて
みませんか。女性センターの運営
について、参加者一人ひとりのア
イデアを生かしていきたいと考え
ています。ふるっての参画をお待
ちしています。日時=9年9月
18日～11年3月18日( 毎月第1・
3木曜日) 、午後6時45分～8時45
分 対象= 区内在住・在動・在学

の男女 定員=30 人 申 込= 往復
ハガキに住所、氏名、年齢 、性別
および申し込みの動機を記入 ※ 2
歳から学齢前までのお子さんの

保育を 行い ます。希望の方はお子
さんの名前、生年月日も記入して
ください( 保育オリ エンテ ーショ
ンを9 月11日に行います) 場・
申 ・問先= 女性総合センタ ー 〒123
梅田7 ―33―1
3880―5222

第1 期 参画セミナー日程

※いずれも第1・第3 木曜日( 祝日は除く)

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています K. F. Y　274, 000


